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アメリカ初等法関連教育の単元構成
― "Primary VOICE" どVOICE"のプ゜ ジェクトを手がかりにして一


























































































































た ”ＶＯＩＣＥ” は, 1997 年 に初 版として，･７‰ ｊ
VOICE  ASK  ME! ”というタイトルで， 第５学年
の社会科のカリキュラムの対象であった。その後，
2003 年に改訂され，タイトルが･･ＶＯＩＣＥ･･となり，










































































































































































法 行 動 概 念 習 得
法 的 合 意 形 成
法 的 機 能 理 解
法 的 意 思 決 定
法 的 機 依 理 解
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込 みは禁止 です」 とい う標識 の意























○銃 規制法 に 対し て，
人 々は どん な考 えを
もつか。
・銃 規制法に 関する 世論調査 の分析
をする。
・こ の地域で 暴力 を 経験したこ とが
あ るか，銃 はあな た自身を 保護す
るのに よい 方法で ある と思 うか調
査する。
・銃 を得 るこ とを難 しくす るために














○銃規 制法 は， 妥当 な
法律であるか。
・銃規 制法に賛成 か反対 か議 論し ，
子 どもの世論調 査の結果 や 自分 の
見解を要約したものを手紙として．
議員 に提案する。
・アメ リカ合 衆国憲法 の修正第 ２条
(武 器を所有 し．携帯 する権利) に
基づい た銃 規制法に 賛成か反 対か
を決める。

















○ブ レイ ディ 法 は可決
されるべきか。
・ブ レイディ 法につい て理解 し，こ
の法律につい て， 上院議員 の立場
になって 妥当性を 考える。
・ブ レ イデ ィ法 は，可決 されるべ き
か どうかを上 院議員 スミス と各団
体の立場に立ってロールプレイし，
法案 に対し て議員 は 賛成すべ きか
反対すべきかを考える。
・ 上院議員 は ，銃規 制法の法案 を支
持するべき か決 める必要 があ るこ
とを理解する。
・ 法案は， 一部 の人 々の役 に立つ場


































○公 園で のバ スケ ット
ボ ールを 夜 にし てい
いかどうか。
・公 園でのバ スケット ボールを 夜に
していいかどうかの紛争を調停し，
銃規制問題 と関連させて考える。
・ バスケット ボール をした後 の帰り
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積 柢 的 に 社 会 に 関 与 － 毒 画 す る














































































































































































to Reducing Violence by and against Ｙｏｕth”の中で，
若者の暴力防止問題に向けた取り組みとして，法関
連教育プロジェクトの必要性を取り上げ，問題解決力，推論能力，社会的受容力，前向きで生産的な目
的意識や
，自律意識，権力意識を暴力防止のための
技能，態度，行動として提示している。
６）六本佳平氏は，『法社会学』の中で，匚諸法機関の作動の過程そして一般構成員の法行動の過程を総称し
て「‾法過程」と呼ぶ」とし，『法の世界』の中では，
「社会は，いわば法の内部にあり，法は，その作勁す
る過程自体をとおして社会の影響を受けていることになる。ここでも，法は単に法規範の集まりではな
く，人によって動かされるしくみの総体であること
― 32
を再確認することになる
。言いかえれば，法の作動
過程は，社会的過程であることになる」と述ぺてい
る。
７）「法行動
」を六本氏は，「法システム」の作動に対し
て
，社会の一般構成員が関与していく行動とし，①
法規範の拘束力の客体としての法遵守・逸脱行動，②法機構の発動，使用の主体としての法使用行動，
③法機構の変更の主体としての法運動の三つの類型
を区別している。
８）「法システム
」を六本氏は，「ある社会集団において，
法規範を意図する根拠づけによって社会秩序のあり
方を規制するための
，もろもろの制度化された仕組
みの複合をその社会集団の法システム」と定義して
いる。
９）法的関連問題を法的意思決定した後に個人及び集団
の公正な判断のもとで，解決策の合意を図ることを
「法的合意形成
」と捉えた。法的とは合意形成の内容
が法に従
っていること，合意形成の手続が法に従っ
ていることを意味する。単なる合意形成と異なるの
は
，法あるいはもう少し広げて，法的な意味での公
正さに準拠しているかどうかである。法的とは，内
容及び手続が法に準拠しているか否か
，つまり，「公
正」であるか否かである。広義にはクラスのルール
作りや夏休みの飼育当番における責任の所在を公正に判断して決めることも，法的とする。
10）平井重雄は，『法政策学一法制度設計の理論と技法
第２版』で
，「法的に再構成された意思決定を法的意
思決定または
，法的政策決定と呼ぶ」とし，「正義公
正に適っているか，という思考様式，つまり，法的
思考様式にもとづく決定モデルを『法的決定モデル』
と言う
」と述べている。また，村野和子氏は，「公民
的資質としての法的意思決定能力の育成の構想－
『ストリート・ロー』における理論と方略の考察を通してー」日本社会科教育学会発表レジュメ2003年で，
「個人の正当で(right)合理的な(reasonable)意思決
定を法的意思決定」と捉えている。
